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１ 視察日程 

平成２９年１０月２５日（水）～２７日（金） 

 

２ 参加委員 

総務厚生常任委員会     委員長    松永 裕美   

            副委員長   筒井 義昭 

            委 員    斎藤 弥志夫 

            委 員    高橋 冠治 

            委 員    佐藤 智則 

       議会事務局（随行） 

            係 長    鳥海 広行 

         

       ☆本山町庁舎にて            ☆黒潮町シルバー人材センターにて 

３ 遊佐町議会会議規則第１２９条により派遣決定 

平成２９年９月１５日 

 

４ 視察地及び事項 

 

 （１）高知県本山町  シェアオフィス本山            

〇高知県では「高知家で暮らそう」と言うキャッチフレーズの基、移住定住や 

 企業立地・創業支援策を展開している。 

 その一環として取り組まれている公共の遊休施設を活用したシェアオフィス 

 の一つである「シェアオフィス本山」を視察・研修する。 

  

 （２）高知県四万十町 新庁舎建設 

〇四万十町では合併後の本庁機能充実の為、新庁舎建設に取り組んだ。 

 （平成２６年３月に竣工） 

 新庁舎建設にあたっては木材使用率を高め、地元産木材を多用した施工による 

 建設がなされた。庁舎建設先進事例の視察をする。 

 （３）高知県黒潮町 佐賀地区津波避難タワー 

〇黒潮町は３．１１東日本大震災後に国が想定した津波想定では最も高い津波高 
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 が示された町である。 

 それを受け町内に６基の津波避難タワーが建設された、平成２８年度に完成し  

 た高さ２２ｍの日本最大級の津波避難タワーを視察する。 

  

 （４）高知県四万十市（旧西土佐村）四万十楽舎 

〇少子化による小学校廃校校舎を活用した体験型宿泊滞在施設。 

 社会資本リノベーションの取り組みとして全国的に評価されている。 

 社団法人による公共遊休施設を活用した施設運営の先進事例を学ぶ。 

 

 

 

 （１）高知県本山町 シェアオフィス本山 

  

 ◇視察地  高知県長岡郡本山町  

 ◇視察日時 平成２９年１０月２５日（水） １４：００～１７：００ 

 ◇場所   本山町庁舎 （事業概要説明・意見交換） 

       シェアオフィス「もとやま」 （施設視察・意見交換） 

         レストラン本山四季彩館・産直施設さくら市 

 ◇説明者  本山町 まちづくり推進課補佐兼交流推進班長  岩本 淳也 

           同席 １名              女子職員 

 

                                               
                        ☆レストラン本山四季彩館より対岸 

 ～視察概要～ 

現地に赴き、紹介頂いた地産地消レストラン本山四季彩館にて昼食（土佐あかうし）、その後併設す

る農産物直売所「本山さくら市」を視察する。 

１５：００より本山町庁舎にて、シェアオフィス「もとやま」の取り組みに関する説明を受けると共

に町が抱える少子高齢化による人口減少、後継者不足、産業構造の変化等について意見交換をする。 

１６：１０にシェアオフィス本山にて施設見学１７：００に高知市へと移動。 

（１）－１■シェアオフィス「もとやま」  本山町庁舎にて 

本山町は、四国山地中央部に位置する人口３，５６４人高齢化率

４６％、面積１３４．２２平方キロメートルの中山間地域の町。 

高峻な地形である為、棚田が多く標高２５０ｍ～８５０ｍで育て

られた米は「天空の郷」として全国でも評価が高い。里山・棚田・

汗見川等を有する事で「日本で最も美しい村」連合に加盟してい

る自治体。 

 

  本山町の概要 
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  公有遊休施設を活用した貸出オフィスを整備し、光回線を備えた環境を整え、新たなビジネスの

創業・起業を目指す方やサテライトオフィスを開設する企業のために、中山間地域の豊かな環境の中

で仕事をして頂き、‟田舎暮らし”と‟ビジネス”との両立を支援している。 

支援実施主体 高知県・本山町 

 

支援（助成）制度内容 

高知県 （助成制度）   

    〇 期間：３年間 

    〇 シェアオフィス賃借料 補助率 １／２※家賃は月３５，０００円  

    〇 通信費 補助率１０／１０ 

    〇 創業経費（創業後６ヶ月以内）補助率１／２（１００万円以内） 

    〇 設備賃借料、能力開発費補助率１／２（年額５０万円以内） 

    〇 新規雇用奨励金 常勤３０万円／人、パート１５万円／人 

本山町 （助成制度） 

    〇 シェアオフィス賃借料 補助率１／２ 

    〇 新規雇用助成金  常勤３０万円／人（週３０時間以上） 

    〇 町内在住者に限る パート１５万円／人（週２０時間以上３０時間未満） 

 

本山町では廃園となった保育園を改修し、シェアオフィスを開設。 

開設以来３社がサテライトオフィスとして開業したが、現在は京都府に本社を置く IT 企業１社が利

用している。 

助成制度終了と共に撤退するケースもあるのが現状とのこと。 

IT 企業（プログラミング）株式会社アドインテでは４名の職員が従事し、開業後雇用が３名創出され

ている、今後シェアオフィスの空きブース部分も拡張し利用予定。 

１名は本山町内の「クラインガルテンもとやま」に移住定住している。 

 

（１）－２■過疎化の現状の意見交換 

本山町では少子高齢化による人口減少は進み高齢化率４６％とのこと、また生産年齢層の減少が急激

である為、一次産業の後継者不足と地域産業の延命が危惧されている旨の説明を受け、遊佐町の現状

を踏まえ意見交換をする。 

 

（１）－３■「シェアオフィスもとやま」施設視察 

「シェアオフィスもとやま」は廃園となった保育園を改修したシェアオフィス。 

本山町中心街からは８ｋｍ程。 

建物の半分を利用しオフィススペースを３ブロック有し現在は IT 企業１社が２ブロック使用してい

る。 

残り半分のスペースも事業拡張の為、改修がなされていた。 

保育園であった為、施設改修は容易であったと思われる。 

（１）－４■その他 
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    ①レストラン本山四季彩館   地産地消をコンセプトに土佐あかうし（あかげ和種高知 

                   系）をメインにしたメニューを提供しているレストラン。 

    ②農産物直販所 本山さくら市 パン屋を併設した産直施設、出店会員数は６５０名程と 

                   のこと。高齢化により出店しなくなった人もいるとのこ 

                   と。 

    ③庁舎建設          築後５０年以上経過している為、庁内プロジェクトチーム                 

                   を立上げ、検討段階に入っている。 

    ④地域おこし協力隊      現在６名で３期目、任期終了後の定着率は４０％～５０ 

                   ％、林業・起業・地元就職 

                   採用時のミッションが明確である事が定着率に繋がって 

                   いる。 

    ⑤クラインガルテンもとやま  滞在型市民農園、農園６５㎡～１０３㎡を備えた４２㎡ 

                   の宿泊施設、住宅利用料は年額４０万円敷金１０万円。 

                   １０棟 １棟当たりの建設費１０００万円   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   ☆視察終了後 本山庁舎前にて         ☆シェアオフィスもとやま 全景 

 シェアオフィス施策は、高知県が県を挙げて人口減少対策として取り組んでいる施策の中の１施策であった

が、 

県が県全体が家族であるというコンセプトで「高知家で暮らそう」という取組が県内随所で見かける事が出来た。 

（高知県内でのシェアオフィス・６か所） 

 小学校・保育園・合併後の庁舎等の公共遊休施設でのシェアオフィスという形での利活用方法は、遊佐町でも

導入すべき事例であると学んだ。 

 導入にあたっては、県がしっかりと財政や誘致支援をすることと、サテライトオフィスと言えども地域性を考

慮したマッチングがなされなければ、雇用の創出や移住定住には繋がりづらいのも現状である。 

 地域性（立地・人材・環境）を考慮した上で参入企業とのマッチングを図り、雇用面での地元職員の採用、移

住定住者への住宅支援策等、きめ細やかな取組がなされなければいけない事を研修にて学ことが出来た。 

本山町「シェアオフィスもとやま」視察をおえて 
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 ☆シェアオフィスもとやま オフィス風景    ☆レストラン本山四季彩館 あかうしランチ 

 

   

    ☆ レストラン本山・四季彩館          ☆農産物直販施設 さくら市 
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（２）高知県四万十町 四万十町庁舎 

  

 ◇視察地  高知県高岡郡四万十町  

 ◇視察日時 平成２９年１０月２６日（木） １０：００～１２：００ 

 ◇場所   四万十町庁舎 （事業概要説明・意見交換） 

 ◇説明者  四万十町議会 議長         酒井 祥成 

       四万十町役場 議会事務局局長    宮地 正人 

       四万十町役場 総務課副課長     小嶋 二夫 

       四万十町役場 総務課主幹      中川 隆幸 

       四万十町役場 総務課主任      稲井 智香 

 

 

    ☆四万十町庁舎 

 ～視察概要～ 

午前１０：００に庁舎到着後、会議室にて四万十町の概要の説明を頂き、その後四万十議会事務局よ

り議会の活性化と議員定数・報酬について意見交換をしたい旨の要望もあり１０：１５より１１：０

０まで意見交換と遊佐町議会の経過を説明する。  

１１：００より議場にて庁舎の概要と建設経過を説明して頂き、質疑。 

１１：３０より庁舎施設の視察。１２：００に黒磯町へ移動。 

 

（２）－１■議会の活性化と議員定数・報酬に関しての意見交換 庁舎会議室において 

 四万十町では平成１８年合併直後は議員が４４名であったが定数見直しで１８名となり、次回選挙

時は１６名となる、議員定数を含め議員報酬の在り方についての意見交換を要望され、遊佐町議会で

の平成２５年度から平成２７年度にかけての調査特別委員会での取り組み経過を説明し、これからの 

議員報酬に関する特別委員会の設置経緯を説明する。 

その後、議会中継の現状（四万十町は CATV による LIVE 配信と収録動画配信、町民の８割の方が加

入）等について意見交換をする。 

 

（２）－２■四万十町庁舎概要と建設経過  庁舎議会議場において 

 議場において庁舎の概要と建設経過をパワーポイントにて説明を頂く。 

 四万十町の概要 

四万十町は高知県の南西部に位置し総面積は６４２．３ｋ㎡、総

面積の約９割を山林が占めている。 

平成１８年に窪川町・大正町・十和村２町１村が合併し四万十町

となる。人口１７，３２５人（平成２７年国勢調査） 

四万十川中流域にあたる。 
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建設経緯は平成１８年の２町１村合併による四万十町誕生直後から庁舎建設は検討されてきた。 

 平成１８年８月の町職員庁舎建設等プロジェクトチーム設置に始まり、庁舎建設特別委員会の設置、

基本計画策定後の指名型プロポーザル２３社参加を５社まで絞り込み、平成２３年には基本設計を策

定、２４年には実施設計を策定し、平成２４年９月に工事着手をし１年６ヶ月の工事期間の後、平成

２６年３月に工事竣工・落成を迎えた。（庁舎内プロジェクトチーム設置から７年７か月） 

 

    ☆四万十町庁舎 議場 

 

（２）－３ ■四万十町庁舎視察 

 １１：３０より担当職員の案内で庁舎内視察、四万十町庁舎は第３セクター土佐黒潮鉄道を挟んだ

形で東・西庁舎を自由通路で結ぶツインタワー形式の建物である事が特徴として上げられる。町住宅

地が東西に分かれているため従来は踏切を渡る為に大きく迂回しなければいけない状況を解消する

ために自由通路で結ぶ庁舎となったとのこと。 

基本は RC 工法でありながら、内部・外部には地元産木材を多く利用され温かみのある庁舎である。 

１２：１０に黒潮町へ移動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木材調達経過 （町有林間伐事業 樹種・桧） 

町有林６００㎥ 木材調達経費６，０００万円 

１．伐採（平成２４年１月～５月） 

２．仕分け・検知（平成２４年２月～５月） 

３．粗製材（平成２４年３月～８月） 

４．人口乾燥（平成２４年５月～１１月） 

５．木材保管（平成２４年３月～２６年３月） 

６．シンボル材 

   （伐採から竣工まで２年２か月） 

四万十町庁舎の視察をおえて 

 庁舎建設視察前に議員の定数と報酬についての意見交換の場が求められたが、地方議会特に町村議会の有り様

が岐路に立たされていることを確認をした。 

 庁舎建設に関しては合併自治体が合併特例債により取り組む大きな事業である事を再認識する。 

 遊佐町の庁舎建設は有利な財源の確保も含め、遊佐らしさを表現するシンボルとして、また新たな賑わいの拠

点として、環境にやさしい・防災に強い拠点でなくてはならない。 

 ３２年完成が謳われているが、ゴールありきではなく、町民目線による町民の為の庁舎建設に向け議会として

も調査・提言をスピーディーに丁寧にしなくてはならないと研修を終え感じた。 

 追記 地域産材利用に関しては伐採から建設に至るまで最低２年は必要であることからも、早急な検討・計画

がなされなくてはいけない。 
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 ☆３階の東西庁舎自由通路（２４ｈ通行可）      ☆議会図書室、パソコン・プリンター設置 

 

  

   ☆庁舎内シンボルツリー            ☆視察終了後 四万十町庁舎前にて 
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（２）高知県黒潮町 津波避難タワー 

  

 ◇視察地  高知県幡多郡黒潮町  

 ◇視察日時 平成２９年１０月２６日（木） １３：００～１５：４０ 

 ◇場所   黒潮町佐賀地区津波避難タワー・黒潮町社会福祉会館 

 ◇説明者  黒潮町町長             大西 勝也 （挨拶） 

       黒潮町議会 副議長         小松 孝年 

       黒潮町議会事務局 局長       小橋 和彦 

       黒潮町情報防災課 課長       徳廣 誠司 

       黒潮町防災課 南海地震対策係長   今城 正和 

       黒潮町議会事務局 書記       都築 智美 

      

 ☆佐賀地区津波タワー屋上からの佐賀地区      ☆佐賀地区津波タワー屋上からの佐賀地区 

 右下写真の佐賀地区津波避難タワー屋上から見た佐賀地区の町並み、リアス式海岸に面した 

 東北三陸の宮古・大槌・釜石・気仙沼の風景を思い起こされる地形であった。 

 ここに巨大津波が押し寄せたら、３．１１が脳裏によぎる。 

 

                              

  黒潮町の概要 

 黒潮町は高知県の西南に位置し、平成１８年に佐賀町・大方

町が合併し誕生した町である。 

 面積は１８８㎢・人口１１，５５９人・高齢化率４１．９％ 

（平成２９年３月３１日時点のデーター） 

 海岸線がリアス式海岸で延長３５ｋｍ。 

 ３・１１以降に国が想定した津波想定では津波高３４ｍの日

本で最も高い津波高想定が示された地区を有する町。 

 

☆高さ２２ｍの避難タワー  
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☆黒潮町佐賀地区津波避難タワー視察 

 ～視察概要～ 

 １３：００に紹介いただいた昼食場所、道の駅なぶら土佐佐賀に出迎えを頂き、佐賀地区津波避難

タワーを視察、１３：４０より黒潮町シルバー人材センター会議室において黒潮町が取り組む「犠牲

者ゼロ」に向けた防災施策に関し説明頂き質疑。 

  

   ☆道の駅なぶら土佐佐賀全景          ☆道の駅なぶら土佐佐賀案内モニュメント 

 

（３）－１高知県黒潮町 佐賀地区津波避難タワーを視察 

 黒潮町では３．１１以降の国が示した津波想定に基づき、６基の津波避難タワーを建設した。 

 平成２６年４月に完成した佐賀地区津波避難タワーは標高２５．４ｍ地点に高さ２２ｍを誇る。 

総工事費６億２０００万円、２３０名を収容できる日本でも有数の津波避難タワー。 

 黒潮町では半径３０８ｍを避難可能範囲とし、避難可能範囲に津波想定に対応できる高台や施設の

ない地区には津波避難タワーを建設してきた。 

（３）－２黒潮町の「犠牲者ゼロ」の取り組みについて シルバー人材センターにて 

 佐賀地区津波避難タワー視察後１３：４０より黒潮町シルバー人材センターにて「犠牲者ゼロ」に

向けた防災対策を説明頂く。 

 日本一の津波高の国の想定（津波到達８分・最大津波高３４ｍ）やそれに基づくシュミュレーショ

ンは黒潮町にとってはショックであったとのこと、そこから諦めぬ防災施策が始められた。 

 まず「避難放棄者」を出さないを基本理念とし、「あきらめない・揺れたら逃げる・より速く・よ

り安全なところへ」を全町民が共有する言葉とした。 

  〇「犠牲者ゼロ」を目指す地震対策 

   １・職員地域担当制 

   ２・避難空間の整備（避難道・避難タワー） 

   ３・戸別津波避難カルテづくり（災害時要支援者を含む全町民を対象） 

   ４・地区防災計画（地域特性を反映した、手作り防災計画） 

   ５・木造住宅耐震化等の促進（耐震診断２６１件改修１１０件） 

   ６・応急期機能配置計画 

   ７・避難所運営マニュアル作成 
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   ８・告知放送端末機（全ての家庭に一斉配信・光回線） 

   ９・町備蓄計画 

１０・缶詰製作所（おいしい・やさしいがコンセプト６種類の商品化） 

１１・防災教育プログラムの作成（災害に強い市民・地域・文化を作る） 

１２・防災訓練の開催（累計実施回数１１８３回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 ☆黒潮町佐賀地区津波避難タワー            ☆黒潮町シルバー人材センターにて 

 

 

 

 黒潮町・佐賀地区津波避難タワーの視察をおえて 

 南海トラフに面する黒潮町は前記したように、国の津波想定では最も高い津波高の津波が押し寄せてくると示

された町である。町民の間では諦め感が蔓延したことと思う。その様な状況から諦めない、犠牲者ゼロの町づく

りに向けた取り組みは各防災施策においてきめ細やかであり、本気度を感じた。 

 遊佐町においても３．１１以降、防災力強化の取り組みがなされているが、災害の少ない町という安心感が町

民にはある。不安をあおる事なく災害時での公助・共助・自助・近所の防災対策を今一度真剣に検討すべきと考

える。 

 黒潮町の災害に備える災害に強い町づくりを継承していくことにより、災害に強い文化を作るのだという説明

員の言葉が心に残った視察研修であった。 
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（４）高知県四万十市 四万十楽舎 

  

 ◇視察地  高知県四万十市西土佐  

 ◇視察日時 平成２９年１０月２７日（金） ９：４５～１１：００ 

 ◇場所   四万十町楽舎 （事業概要説明・意見交換） 

 ◇説明者  四万十楽舎 職員    新玉 博人 

 

 ☆四万十楽舎 

 ～視察概要～ 

 四万十楽舎到着時間が３０分ほど早かったため、１０：００からの視察を９：４５より視察を開始、 

会議室にて施設・運営について説明を頂き、その後意見交換を交えた質疑。 

 １０：２０より施設内視察、１１：００に移動。 

      

     ☆四万十楽舎全景                     ☆昇降口看板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  四万十市の概要 

四万十市は、旧中村市と旧西土佐村が平成１７年４月に合併して誕生した約３５，０００人の人口を

有する高知県西部の中心都市である。豊富な森林資源を有し、市の中心部付近は日本最後の清流と呼

ばれる四万十川が流れ、その清流を求め県内外より多くの観光客が訪れる。特産品は、四万十桧や四

万十栗などの農産物のほか、ウナギ、青さのりなどが有名である。  
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（４）－１ 四万十楽舎施設・運営について 

     四万十川の自然・文化を体験できる都市農村交流施設 

 四万十楽舎は、廃校となった小学校をリノベーションして平成１１年に開設された、宿泊施設を備

えた都市農村交流施設である。 

 行政に頼らない自立した組織運営が大きな特徴である。 

 楽舎では、１番人気のカヌー体験をはじめ、釣り体験やシュノーケリングなど、四万十川周辺の自

然や文化を味わえる多彩なプログラムが用意されている。 

 県外からのリピーターも多く訪れ、年間約２，０００人が宿泊する、地域のにぎわいの拠点となっ

ている。 

 その他に市からの委託事業（委託費２００万円）として市内小中学校の体験学習を開催している。 

 利用者の約９割が県外の人である。 

 運営面では春から夏の季節に利用者が集中し指導員・ガイドの不足、晩秋から冬季間は利用者が少

ない為、指導員・ガイドの通年雇用が出来ない課題もある。 

 

（４）－２ 四万十楽舎施設内視察 

 開設時の施設整備費は約８，０００万円、舎内は校舎の雰囲気を極力残したノスタルジックな空間 

であった。音楽室・放送室・保健室等は校舎だった頃の匂いすら感じられる空間。 

 宿泊室は教室を利用した二段ベッドで海浜青年の家を思い起こされる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

     四万十楽舎の視察をおえて 

 全国的に少子化により小中学校の統合が進み、それによる空き校舎が増加している。その空き校舎の利活用方

法として（四万十楽舎）体験型宿泊施設は遊佐町のしらい自然の家（現・しらい自然館）類似点が多く見られた。 

 利用者が季節によって偏りがあるなどの課題も類似していた。 

 遊佐町においても近い将来小学校の統合がなされたとき、空き校舎の利活用方法は大きな課題である。 

 空き校舎になってからではなく、現段階より長期的検討がなされなければならないと感じた。 

 地域性やニーズを踏まえた調査検討をし、提言しうる議会であるべきと思わされた。  
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       ☆給食室              ☆四万十楽舎そばには四万十川 茅生大橋 

 

  
    ☆カヌー・カヤック                  ☆清流 四万十川 

 

 
   ☆視察終了後 四万十楽舎前にて 


